
ＪＡいわて花巻自己　 革
くらし

農 業

組織経営

地域の活性化
協同活動の活性化

農業者の所得増大
農業生産の拡大

結びつき強化
経営基盤の強化

▶ くらしの活動
　ＪＡ管内の各地域・集落が自主的に趣向を凝らした活動を行っているほか、ＪＡの各支店をよりどころにさまざまな「くらしの活動」
を展開。その活動一つ一つが、地域の活性化に繋がっています。

▶ 所得増大・生産拡大

▶ ふれあいプラン
○ 全27支店で開催。組合員とそ
の家族、役職員が集まり交流

▶ 農家組合男女混合ソフトボール大会
○ 農家組合球技大会として、平成28
年度から農家組合が一堂に会したソ
フトボール大会を開催。組合員の健
康増進や親睦を深めている

▶ ちゃぐりんスクール
　 参加人数 	 Ｈ28年度	 Ｈ29年度	 Ｈ30年度
	 45人	 70人	 65人

○ 次世代を担う子どもたちに「いの
ち・農業・食べ物の大切さ」「Ｊ
Ａの仕事と役割」を伝えている
○ 平成28年度から学年別に開催。
年齢に沿った内容で体験や学
習を展開し、より深く農業について学習している

▶ 切花の前々日出荷を開始
○ 平成29年度から取り組み。市場への出荷情報が早くなり、
セリ前販売などで有利販売へ
○ 出荷市場を集約し、市場直送出荷拡大により中継料を削減
○ 市場へのロット拡大と輸送コスト削減で生産者の手取り向上

▶ 「農の匠」制度
　 委嘱人数 	 Ｈ28年度	 Ｈ29年度	 Ｈ30年度
	 25人	 29人	 30人

○重点品目ごとに地域の中核農家を「農の匠」に委嘱
○ 長年の経験と豊富な知識を使った農家への技術指導や
ＪＡ営農指導員への助言、仲間
づくり支援、後継者育成支援な
どを担う

▶ わいわい子育てフリースペース
　 参加人数 	 Ｈ28年度	 Ｈ29年度	 Ｈ30年度
	 366人	 273人	 80人
※延べ人数。Ｈ３０年度は９月末実績
※Ｈ２８・２９年度は月２回、Ｈ３０年度は月１回開催

○ 子育て中の女性とその家族が気
軽に集まれる憩いの場を提供

○ 子育ての相談が出来るほか、マ
マ友が増加

▶ リンゴ・ブドウの改植
　 改植面積（Ｈ２９年度） 	 リンゴ	 ブドウ
		  8ha	 0.3ha

○優良品種・系統、消費者ニーズに合わせた改植を実施

▶ 畜産クラスター事業の展開
○牛舎の増築などの施設整備や機械導入を支援

▶ コスト低減

Ｈ29年度 Ｈ30年度
出荷量 406ｔ 417ｔ
販売額 1億6,000万円 2億1,500万円

※両年度共に８月末実績の数値で比較

○栽培面積の増加・販売単価アップ
○共同選果施設の利用により労力軽減
○補助事業が充実していて取り組みやすい

○タマネギの面積増加
　　1,589a（H29年度）→2,007a（H30年度）
○米穀から園芸品目への転換○ 米集荷200万袋運動展開による信頼される産地確立

とあわせ、米卸・実需者への安定供給と農業者の所
得増大に取り組む

園芸品目導入組織の総面積

Ｈ29年度 Ｈ30年度
53.8ha 54.9ha

新たな販売方式の導入（買取販売、複数年契約）

H29年産米実績 H30年産米契約数量
・銀河のしずく　47,478袋 ・銀河のしずく　54,312袋
・どんぴしゃり　12,078袋 ・どんぴしゃり　20,587袋

・ひとめぼれ　 184,472袋
・あきたこまち　53,162袋
・いわてっこ　   24,506袋

Ｈ29年度 Ｈ30年度
栽培面積 129ha 132ha

○補助事業が充実
○共同選果施設の利用により労力軽減
○大型機械を使用する必要がないなど、取り組みやすい

山口集落（花巻市大迫町） 釜石支店
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水稲基肥愛農土シリーズ価格比較表（単位：円/10ａ）
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自己改革実践中！ ～組合員・地域住民が自慢できるＪＡへ～Special Issue特集

　花巻市大迫町の山口集落は、
地元の花巻市立亀ヶ森保育園の
園児を招き、ブルーベリーのほ
場での収穫祭を 10 年以上続け
ています。集落の住民や園児た
ちなどが参加し、交流を深める
良い機会になっています。

　釜石支店は今年度、地域の公民館や
唐丹営農組合と共に耕作放棄地を活用
して稲作体験に取り組んでいます。春
には、地域の子どもたちや地域住民、
支店職員などが参加して畔塗り作業や
田植えを体験。秋には稲刈りを地域住
民などと共に行う予定です。
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